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　平成31年第1回3月定例会は、2月27日から3月14日までの
16日間で開催。条例の一部改正、平成30年度補正、平成31年度当
初予算など25議案を慎重審議の上、賛成多数で可決。合併特例期間が
終了する令和３年度には10億円余りの減収となりますが、今年度も
学校教育の充実、次世代育成の支援、生活基盤の整備、農林業の振興、
公共施設の適正配置と整理など住みやすい町づくりを目指します。

使いみち

入ってくるお金

町税（17.0％）
19億4315万4千円

繰入金（11.6％）
11億4516万9千円
財産収入（2.7％）
3億374万6千円
繰越金（2.2％）
2億5千万円
分担金及び負担金（1.0％）
1億1541万3千円
使用料及び手数料（0.8％）
9060万9千円
寄付金（0.2％）
2300万1千円
諸収入（1.6％）
1億8340万5千円

地方交付税（32.6％）
37億2800万円

町債（14.2％）
16億2820万円
町債（14.2％）

16億2820万円

県支出金（7.7％）
8億8395万2千円
県支出金（7.7％）

8億8395万2千円

国庫支出金（5.5％）
6億3393万円

国庫支出金（5.5％）
6億3393万円

その他交付金（4.4％）
4億9842万1千円
その他交付金（4.4％）
4億9842万1千円

民生費（28.0％）
32億114万1千円
民生費（28.0％）
32億114万1千円

総務費（17.8％）
20億3620万8千円

公債費（12.9％）
14億7819万2千円

教育費（12.0％）
13億7389万7千円

農林水産業費（8.4％）
9億5697万9千円
農林水産業費（8.4％）
9億5697万9千円

衛生費（5.8％）
6億6668万円
衛生費（5.8％）
6億6668万円

土木費（4.9％）
5億5841万9千円

土木費（4.9％）
5億5841万9千円

消防費（4.6％）
5億2356万6千円

消防費（4.6％）
5億2356万6千円

議会費（1.2％）1億3577万円6千円議会費（1.2％）1億3577万円6千円
商工費（3.3％）3億7571万4千円商工費（3.3％）3億7571万4千円

諸支出金費（0.9％）9961万9千円諸支出金費（0.9％）9961万9千円
労働費（0.0％）379万4千円労働費（0.0％）379万4千円
災害復旧費（0.1％）1201万5千円災害復旧費（0.1％）1201万5千円

予備費（0.0％）500万円予備費（0.0％）500万円

平成31年度当初予算 （単位：円、％）

▲減額

114億2700万円

55億4480万円

23億8650万円

23億1350万円

450万円

6850万円

2億7100万円

26億700万円

1億9560万円

3180万円

5290万円

169億7180万円

53億7960万

22億4510万

21億7020万

450万

7040万

2億7060万

25億6100万

2億1000万

3300万

5990万

167億  160万

1億6520万円

1億4140万円

1億4330万円

0

▲190万円

40万円

4600万円

▲1440万円

▲120万円

▲70万円

2億7020万円

3.1

6.3

6.6

0.0

▲2.7

0.1

1.8

▲6.9

▲3.6

▲11.7

1.6

1億500万円 0.9

国民健康保険特別会計

　　直診勘定（歯科）

　　事業勘定

　　直診勘定（内科）

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道特別会計

農業集落排水特別会計

浄化槽整備推進事業特別会計

名 称

合 計

平成31年度
当初予算額

113億2200万

平成30年度
当初予算額

比 較
増減額 増減率％

一般会計

特別会計

114億2700万円
一般会計の予算総額

対前年度比1億500万円増
対前年度比0.9％増

55億4480万円
特別会計の予算総額

対前年度比1億6520万円増
対前年度比3.1％増

町 税
繰 入 金
交 付 金 等
地 方 交 付 税
国・県支出金
町 債
公 債 費
自 主 財 源
依 存 財 源

… 町民が納める税金（町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など）
… 町の預金を下ろして使うお金　他会計や基金から取り入れる資金
… 消費税やガソリン税などから地方へ配分されるお金
… 自治体運営の均衡を保つため、国税（所得税、法人税、酒税など）の一部から配分されるお金
… 決まった目的に使うため、その費用の一部または全部が国や県から交付されるお金
… 町が大きな事業を行うため借り入れるお金
… 町債を返済するためのお金
… 町が自前で賄うことができるお金
… 地方交付税や町の借入金、国・県の補助金などに頼るお金

用語の説明

収入
（歳入）
114億
2700万円

支出
（歳出）
114億
2700万円

自主財源
35.5％

依存財源
64.5％
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今後の予算執行において充分にチェック機能を果たしていきます。

●新規事業　●拡充事業　●継続事業　　目的別事業名 予算額（概算）

当初予算の重点施策平成
31年度

学校教育の充実

生涯学習の支援

次世代育成の支援

低所得層福祉・
勤労者福祉の充実

生活基盤の整備

住環境整備

生活安全対策の充実

農林業の振興

活力創造と改革

公共施設の
適正配置と整理

1億円

4900万円

　
1億8000万円
1620万円

1億2150万円

3720万円
1億6760万円

5270万円

　1950万円
2200万円

1290万円
3300万円
450万円

6920万円

4億2320万円

●仲南小学校施設大規模改修事業

●旧仲南東小学校体育館　
　屋根・天井撤去改修事業

●満濃南こども園施設整備事業
●子ども未来夢基金活用事業

●消費税関連商品券発行事業

●橋梁長寿命化事業
●町道等維持補修事業　

●若者住宅取得補助事業

●消防防災施設整備事業
●交通安全施設整備事業　

●有害鳥獣被害対策事業
●林業振興費
●木育推進・ウッドスタート事業

●ことなみ未来会議など

●琴南総合センター新築事業

平成30年度 ３月補正の主な内容（一般会計）（概算）

平成30年度３月補正予算（概算） 

平成30年度 ３月補正の主な内容（特別会計）（概算）
事 業 名 目的別名 補正予算額

事 業 名 目的別名 補正予算額

会  計  名 補  正  額 予算総額

一 般 会 計

特 別 会 計

▲１億7380万円 115億3680万円

530万円 55億4050万円

居宅介護サービス給付 7000万円保険給付費

保険給付費施設介護サービス給付費負担金 1500万円

子ども子育て支援事業 420万円児童福祉費

農業費小規模ため池防災特別対策事業 ▲4870万円

平
成
31
年
３
月
定
例
会

開
催
期
間 

２
月
27
日

　
　
　
　〜
３
月
14
日（
16
日
間
）

　平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）・
条
例

の
改
正
（
敬
老
祝
い
金
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
等
）、25
議
案
の
審
査
を
行
い
原

案
通
り
可
決
し
た
。

ここに
　注目！

新築になる琴南総合センター

３月定例会
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成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）・
条
例

の
改
正
（
敬
老
祝
い
金
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
等
）、25
議
案
の
審
査
を
行
い
原

案
通
り
可
決
し
た
。

ここに
　注目！

新築になる琴南総合センター

３月定例会
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予算状況



議案の採決結果
賛否の分かれた議案に対して、各議員の議決の結果は下記の通りです。

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
案
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
を
６
２
４
万
６
千
円
追
加

し
、予
算
総
額
を
２
億
８
０
０
４
万
６
千
円

と
し
た
。

議
案
第
12
号

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
を
２
９
８
９
万
３
千
円
追
加

し
、
予
算
総
額
を
25
億
９
２
１
３
万
５
千

円
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
適
正
な
制
度
の
運
用
と
介
護
予

防
事
業
を
一
層
推
進
し
て
ほ
し
い
。

【
執
行
部
】
今
後
も
介
護
保
険
給
付
費
は

増
大
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

介
護
予
防
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
案
第
13
号

議
案
第
３
号
に
対
し
委
員
会
よ
り
施
行

日
を
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
に

１
年
延
ば
す
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

付
託
案
件

　
各
委
員
会
に
お
い
て
執
行
部
に
必
要
書

類
の
提
出
と
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託

町
敬
老
祝
い
金
に
関
す
る
条
例
の
　

一
部
改
正 

　
敬
老
祝
い
金
の
支
給
額
等
の
変
更
を
し

た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
敬
老
祝
い
金
の
改
正
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
周
知
し
、
ど
の
よ
う
な
意
見

を
集
約
し
た
か
。

議
案
第
３
号

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
案
）（
第
３
号
）   

　
事
業
策
定
の
歳
出
歳
入
を
１
５
１
１
万

６
千
円
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
23
億
３
５

３
万
１
千
円
と
し
た
。直
営
診
療
施
設
勘
定

内
科
の
歳
入
歳
出
を
１
０
０
万
円
減
額
し
、

予
算
総
額
を
７
２
１
６
万
円
と
し
た
。

議
案
第
11
号

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
修
正
案
を

採
決

○
討
論
１
回
目

【
反
対
】

◇
川
西
米
希
子
議
員

　
民
生
委
員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表

者
の
方
々
に
も
説
明
し
、
ご
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
る
。パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。直
接
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
住
民
の
方
々
の
声
な
ど

も
参
考
に
修
正
案
に
反
対
す
る
。

◇
小
山
直
樹
議
員

　
修
正
案
は
実
施
時
期
を
１
年
間
猶
予

す
る
も
の
だ
が
、
縮
小
す
る
こ
と
に
変

わ
り
が
な
い
。高
齢
者
の
こ
れ
ま
で
の

社
会
貢
献
と
共
に
、
今
も
続
く
貢
献
度

を
高
く
評
価
す
べ
き
で
、
修
正
案
に
反

対
す
る
。

◇
松
下
一
美
議
員

　
本
町
の
基
金
は
現
在
78
億
で
、
地
方

債
は
１
２
５
億
円
で
あ
る
。
利
息
は
０
・

０
１
％
で
、
運
用
益
は
望
め
な
い
。
今

後
、
大
型
事
業
を
抱
え
て
お
り
、
若
い

世
代
の
方
々
の
負
担
を
思
い
修
正
案
に

反
対
す
る
。

【
賛
成
】

◇
竹
林
昌
秀
議
員

　
縮
減
す
る
額
を
ど
こ
へ
充
当
す
る
の

か
、
そ
の
展
開
先
は
ど
こ
か
。そ
し
て
予

算
は
現
行
条
例
で
組
め
て
い
る
。扶
助

費
と
し
て
の
別
途
検
討
が
要
る
。修
正

案
に
賛
成
す
る
。

○
修
正
案
は
否
決
と
な
る

原
案
の
採
決

（
施
行
日
を
平
成
31
年
度
か
ら
と
し
、現
在

の
対
象
年
齢
据
え
置
き
で
支
給
額
を
減
額

す
る
。平
成
35
年
度
よ
り
77
歳
の
支
給
を

廃
止
す
る
案
。）

○
討
論
２
回
目

【
反
対
】

◇
常
包
恵
議
員

　
条
例
の
改
正
に
あ
た
っ
て
町
民
へ
の

周
知
方
法
が
、
町
が
決
め
た
ル
ー
ル
通

り
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。町
民
の
多
く

が
知
ら
な
い
改
正
に
反
対
す
る
。

敬老祝い金（原案）

喜寿ー77歳

米寿ー88歳

白寿ー99歳

100 歳

101 歳以上

10,000

20,000

30,000

50,000

10,000

5,000

10,000

15,000

30,000

10,000

0

10,000

15,000

30,000

10,000

金額（円）

現行 平成31年度～ 平成35年度～

※可－可決　否－否決　○－賛成　×－反対　欠－欠席　※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。（議長　議席番号１6番）

議
案
第
24
号

教
育
委
員
会
教
育
長
任
命
の
同
意

吉
野

　
○
教
育
長
　
　
三
原
　
一
夫
　
氏

議
案
第
25
号

教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

四
條

　
○
教
育
委
員
　
貞
廣
　
美
津
子
　
氏

●
平
成
31
年

３
月
定
例
会
　 

即
決
案
件

　 

議
案
第
１
号

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の「
不
正
競
争
防
止
法
等
の一部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
よ
る
「
工
業
標
準
化
法
」

の
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
中
の
条
文
の
整

備
を
行
っ
た
。（
条
文
の
日
本
工
業
規
格
を

日
本
産
業
規
格
と
文
言
等
を
変
更
し
た
。）

議
案
第
２
号

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
　

条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
及
び
法
律
施
行
令
の一部
」
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、災
害
援
護
資
金
の
貸

付
償
還
等
に
つ
い
て
改
正
し
た
。（
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
け
利
率
を
３
％
以
内
と

し
、規
則
で
定
め
、保
証
人
を
立
て
た
場
合

は
０
％
と
し
た
。）

議
案
第
５
号

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
町
公
共
下
水
道
条
例
改
正
時
に
第
３
条

を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
る
条
文
の
整
合
性

（
数
字
の
ず
れ
の
解
消
）を
行
っ
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
資
格
を

拡
大
し
た
。

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

　
神
野
公
民
館
整
備
工
事
に
伴
う
神
野
公

民
館
の
位
置
（
番
地
）
の
変
更
を
行
っ
た
。

議
案
第
８
号

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部
改
正

　
神
野
公
民
館
の
番
地
の
改
正
に
伴
い

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
位
置
の
変
更
を

行
っ
た
。

◇
竹
林
昌
秀
議
員

　
次
年
度
予
算
は
現
行
条
例
に
よ
り
組

め
て
い
る
。資
金
に
余
裕
が
あ
り
、
今
後

は
と
も
か
く
、
早
急
に
敬
老
祝
い
金
の

縮
減
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
は

な
い
。反
対
す
る
。

【
賛
成
】

◇
白
川
正
樹
議
員

　
敬
老
祝
い
金
カ
ッ
ト
で
は
な
い
。個

人
に
支
給
し
て
い
た
の
を
老
人
福
祉
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
と
す
る
が

使
い
道
は
じ
っ
く
り
検
討
す
る
と
い
う

執
行
部
の
考
え
に
賛
成
す
る
。

◇
川
西
米
希
子
議
員

　
高
ま
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
や

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
よ
り
必

要
と
さ
れ
る
事
業
に
使
い
た
い
と
目
的

も
明
確
で
あ
る
。原
案
に
賛
成
す
る
。

○
反
対
・
賛
成
が
同
数
の
た
め
、
議
長

裁
決
に
よ
り
原
案
可
決
と
な
る

生まれ変わった神野公民館

【
執
行
部
】
関
係
機
関
等
に
説
明
し
、
意

見
を
聴
く
な
ど
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。
大
半
の
方
か
ら

「
仕
方
が
な
い
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

【
委
員
】
減
額
し
た
予
算
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
の
か
。

【
執
行
部
】
老
人
福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
抑
制
な
ど
に
繋
が
る
よ
う
な
施
策
に

使
っ
て
い
き
た
い
。
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　　　　　　議　案　名　等　　　　　　

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
関
連
ペ
ー
ジ

賛
　
成

反
　
対

議
決
結
果

田
岡
　
秀
俊

鈴
木
　
崇
容

常
包
　
　
恵

小
山
　
直
樹

京
兼
　
愛
子

竹
林
　
昌
秀

川
西
米
希
子

合
田
　
正
夫

三
好
　
郁
雄

白
川
　
正
樹

白
川
　
皆
男

大
西
　
　
樹

松
下
　
一
美

三
好
　
勝
利

大
西
　
　
豊

川
原
　
茂
行

議案
第3号

町敬老祝い金に関する条例の一部改正における教育民生常任
委員会の修正案について　 6 8 否 × ○ × ○ ○ × × 欠 × ○ × × × ○ ○ 7

議案
第3号 町敬老祝い金に関する条例の一部改正について（原案） 8 7 可 ○ ○ × × × × ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ × × 7

議案
第18号 町国民健康保険特別会計予算（案） 13 1 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

議  

員  

名



議案の採決結果
賛否の分かれた議案に対して、各議員の議決の結果は下記の通りです。

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
案
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
を
６
２
４
万
６
千
円
追
加

し
、予
算
総
額
を
２
億
８
０
０
４
万
６
千
円

と
し
た
。

議
案
第
12
号

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
を
２
９
８
９
万
３
千
円
追
加

し
、
予
算
総
額
を
25
億
９
２
１
３
万
５
千

円
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
適
正
な
制
度
の
運
用
と
介
護
予

防
事
業
を
一
層
推
進
し
て
ほ
し
い
。

【
執
行
部
】
今
後
も
介
護
保
険
給
付
費
は

増
大
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

介
護
予
防
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
案
第
13
号

議
案
第
３
号
に
対
し
委
員
会
よ
り
施
行

日
を
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
に

１
年
延
ば
す
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

付
託
案
件

　
各
委
員
会
に
お
い
て
執
行
部
に
必
要
書

類
の
提
出
と
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託

町
敬
老
祝
い
金
に
関
す
る
条
例
の
　

一
部
改
正 

　
敬
老
祝
い
金
の
支
給
額
等
の
変
更
を
し

た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
敬
老
祝
い
金
の
改
正
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
周
知
し
、
ど
の
よ
う
な
意
見

を
集
約
し
た
か
。

議
案
第
３
号

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
案
）（
第
３
号
）   

　
事
業
策
定
の
歳
出
歳
入
を
１
５
１
１
万

６
千
円
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
23
億
３
５

３
万
１
千
円
と
し
た
。直
営
診
療
施
設
勘
定

内
科
の
歳
入
歳
出
を
１
０
０
万
円
減
額
し
、

予
算
総
額
を
７
２
１
６
万
円
と
し
た
。

議
案
第
11
号

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
修
正
案
を

採
決

○
討
論
１
回
目

【
反
対
】

◇
川
西
米
希
子
議
員

　
民
生
委
員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表

者
の
方
々
に
も
説
明
し
、
ご
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
る
。パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。直
接
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
住
民
の
方
々
の
声
な
ど

も
参
考
に
修
正
案
に
反
対
す
る
。

◇
小
山
直
樹
議
員

　
修
正
案
は
実
施
時
期
を
１
年
間
猶
予

す
る
も
の
だ
が
、
縮
小
す
る
こ
と
に
変

わ
り
が
な
い
。高
齢
者
の
こ
れ
ま
で
の

社
会
貢
献
と
共
に
、
今
も
続
く
貢
献
度

を
高
く
評
価
す
べ
き
で
、
修
正
案
に
反

対
す
る
。

◇
松
下
一
美
議
員

　
本
町
の
基
金
は
現
在
78
億
で
、
地
方

債
は
１
２
５
億
円
で
あ
る
。
利
息
は
０
・

０
１
％
で
、
運
用
益
は
望
め
な
い
。
今

後
、
大
型
事
業
を
抱
え
て
お
り
、
若
い

世
代
の
方
々
の
負
担
を
思
い
修
正
案
に

反
対
す
る
。

【
賛
成
】

◇
竹
林
昌
秀
議
員

　
縮
減
す
る
額
を
ど
こ
へ
充
当
す
る
の

か
、
そ
の
展
開
先
は
ど
こ
か
。そ
し
て
予

算
は
現
行
条
例
で
組
め
て
い
る
。扶
助

費
と
し
て
の
別
途
検
討
が
要
る
。修
正

案
に
賛
成
す
る
。

○
修
正
案
は
否
決
と
な
る

原
案
の
採
決

（
施
行
日
を
平
成
31
年
度
か
ら
と
し
、現
在

の
対
象
年
齢
据
え
置
き
で
支
給
額
を
減
額

す
る
。平
成
35
年
度
よ
り
77
歳
の
支
給
を

廃
止
す
る
案
。）

○
討
論
２
回
目

【
反
対
】

◇
常
包
恵
議
員

　
条
例
の
改
正
に
あ
た
っ
て
町
民
へ
の

周
知
方
法
が
、
町
が
決
め
た
ル
ー
ル
通

り
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。町
民
の
多
く

が
知
ら
な
い
改
正
に
反
対
す
る
。

敬老祝い金（原案）

喜寿ー77歳

米寿ー88歳

白寿ー99歳

100 歳

101 歳以上

10,000

20,000

30,000

50,000

10,000

5,000

10,000

15,000

30,000

10,000

0

10,000

15,000

30,000

10,000

金額（円）

現行 平成31年度～ 平成35年度～
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議
案
第
24
号

教
育
委
員
会
教
育
長
任
命
の
同
意

吉
野

　
○
教
育
長
　
　
三
原
　
一
夫
　
氏

議
案
第
25
号

教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

四
條

　
○
教
育
委
員
　
貞
廣
　
美
津
子
　
氏

●
平
成
31
年

３
月
定
例
会
　 

即
決
案
件

　 

議
案
第
１
号

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の「
不
正
競
争
防
止
法
等
の一部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
よ
る
「
工
業
標
準
化
法
」

の
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
中
の
条
文
の
整

備
を
行
っ
た
。（
条
文
の
日
本
工
業
規
格
を

日
本
産
業
規
格
と
文
言
等
を
変
更
し
た
。）

議
案
第
２
号

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
　

条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
及
び
法
律
施
行
令
の一部
」
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、災
害
援
護
資
金
の
貸

付
償
還
等
に
つ
い
て
改
正
し
た
。（
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
け
利
率
を
３
％
以
内
と

し
、規
則
で
定
め
、保
証
人
を
立
て
た
場
合

は
０
％
と
し
た
。）

議
案
第
５
号

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
町
公
共
下
水
道
条
例
改
正
時
に
第
３
条

を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
る
条
文
の
整
合
性

（
数
字
の
ず
れ
の
解
消
）を
行
っ
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
資
格
を

拡
大
し
た
。

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

　
神
野
公
民
館
整
備
工
事
に
伴
う
神
野
公

民
館
の
位
置
（
番
地
）
の
変
更
を
行
っ
た
。

議
案
第
８
号

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部
改
正

　
神
野
公
民
館
の
番
地
の
改
正
に
伴
い

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
位
置
の
変
更
を

行
っ
た
。

◇
竹
林
昌
秀
議
員

　
次
年
度
予
算
は
現
行
条
例
に
よ
り
組

め
て
い
る
。資
金
に
余
裕
が
あ
り
、
今
後

は
と
も
か
く
、
早
急
に
敬
老
祝
い
金
の

縮
減
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
は

な
い
。反
対
す
る
。

【
賛
成
】

◇
白
川
正
樹
議
員

　
敬
老
祝
い
金
カ
ッ
ト
で
は
な
い
。個

人
に
支
給
し
て
い
た
の
を
老
人
福
祉
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
と
す
る
が

使
い
道
は
じ
っ
く
り
検
討
す
る
と
い
う

執
行
部
の
考
え
に
賛
成
す
る
。

◇
川
西
米
希
子
議
員

　
高
ま
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
や

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
よ
り
必

要
と
さ
れ
る
事
業
に
使
い
た
い
と
目
的

も
明
確
で
あ
る
。原
案
に
賛
成
す
る
。

○
反
対
・
賛
成
が
同
数
の
た
め
、
議
長

裁
決
に
よ
り
原
案
可
決
と
な
る

生まれ変わった神野公民館

【
執
行
部
】
関
係
機
関
等
に
説
明
し
、
意

見
を
聴
く
な
ど
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。
大
半
の
方
か
ら

「
仕
方
が
な
い
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

【
委
員
】
減
額
し
た
予
算
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
の
か
。

【
執
行
部
】
老
人
福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
抑
制
な
ど
に
繋
が
る
よ
う
な
施
策
に

使
っ
て
い
き
た
い
。
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平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
） 

　
歳
入
歳
出
総
額
１
１
４
億
２
７
０
０
万

円
で
対
前
年
度
１
億
５
０
０
万
円
の
増
、

対
前
年
度
０
・
９
％
増
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】収
支
不
足
分
に
つ
い
て
の
財
源
対

策
と
し
て
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
と
減
債

基
金
繰
入
金
及
び
繰
入
金
を
計
上
し
て
い

る
が
本
来
、
減
債
基
金
は
公
債
を
計
画
的

に
償
還
し
て
い
く
た
め
の
基
金
で
あ
る
た

め
、通
常
で
あ
れ
ば
、財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
執
行
部
】
減
債
基
金
は
対
前
年
度
同
様
、

６
億
９
０
０
万
円
を
取
り
崩
す
予
定
と
し

て
い
る
。財
政
調
整
基
金
は
、平
成
29
年
度

合
併
後
初
め
て
３
億
４
千
万
を
取
り
崩
し

た
。減
債
基
金
で
は
、公
債
費
が
、14
億
、15

億
と
現
在
増
え
つ
つ
あ
り
、平
成
33
年
、34

年
度
に
は
17
億
ぐ
ら
い
返
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、財
政
調
整
基
金

だ
け
で
な
く
減
債
基
金
か
ら
も
繰
り
入
れ

て
、財
政
の
調
整
を
し
て
い
る
。

議
案
第
17
号

総
務
常
任
委
員
会
付
託

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
５
号
） 

　
歳
入
歳
出
を
１
億
７
３
７
７
万
３
千
円

減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
１
５
億
３
６
８

２
万
８
千
円
と
し
た
。

議
案
第
10
号

町
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）

（
第
１
号
）  

　
歳
入
歳
出
を
３
０
１
万
３
千
円
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
億
６
９
８
万
７
千
円
と
し

た
。 議

案
第
14
号

町
下
水
道
特
別
会
計
予
算（
案
）

　
歳
入
歳
出
総
額
１
億
９
５
６
０
万
円
で
、

対
前
年
度
１
４
４
０
万
円
の
減
額
、
対
前
年

度
比
６
・
９
％
の
減
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
中
讃
事
務
組
合
負
担
金
を
減
額

す
る
理
由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
流
域
下
水
道
の
建
設
負
担
金

の
精
査
の
結
果
で
あ
る
。
対
象
の
工
事
費

が
確
定
し
減
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

議
案
第
21
号

町
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
予
算
　

（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
３
１
８
０
万
円
で
、
対

前
年
度
１
２
０
万
円
の
減
額
、
対
前
年
度

比
３
・
６
％
の
減
と
し
た
。

議
案
第
22
号

町
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
１
号
）  

　
歳
入
歳
出
を
６
７
万
５
千
円
減
額
し
、

補
正
予
算
総
額
を
３
２
３
２
万
５
千
円
と

し
た
。

議
案
第
15
号

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
町
で
発
行
す
る
地
方
債
の
う
ち

臨
時
財
政
対
策
債
の
限
度
額
は
い
く
ら

で
、
現
在
の
発
行
額
は
い
く
ら
か
。

【
執
行
部
】臨
時
財
政
対
策
債
は
、
平
成
28

年
、平
成
29
年
度
で
は
、約
３
億
の
発
行
可

能
額
で
あ
っ
た
が
、
約
１
億
円
を
借
り
入

れ
し
た
。平
成
30
年
度
は
国
よ
り
通
達
の

あ
っ
た
満
額
の
３
億
円
程
度
を
借
り
る
予

定
と
し
て
い
る
。平
成
31
年
度
に
つ
い
て

も
満
額
を
借
り
る
計
画
で
あ
る
。

【
委
員
】集
落
支
援
員
活
動
事
業
費
の
減
額

の
理
由
は
。

【
執
行
部
】実
際
の
活
動
日
数
が
当
初
予
定

し
て
い
た
日
数
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
減
額
で
あ
る
。集
落
支
援
員
の
活
動

は
取
組
み
だ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
、

地
元
集
落
の
事
案
に
密
着
し
た
相
談
事
な

ど
が
増
え
れ
ば
活
動
日
数
も
増
え
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
支
援
員
と
協
議
し
た
い
。

【
委
員
】
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
に

は
、現
在
の
消
防
体
制
で
大
丈
夫
な
の
か
。

【
執
行
部
】災
害
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
大

災
害
の
際
に
は
、警
察
、自
衛
隊
等
と
の
連

携
を
想
定
し
て
い
る
。通
常
の
台
風
災
害

等
で
あ
れ
ば
現
状
で
対
応
で
き
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託

町
事
業
分
担
金
微
収
条
例
の一部
改
正 

　
平
成
28
年
度
以
降
、
災
害
の
査
定
設
計

料
の
算
出
方
法
が
変
更
さ
れ
、
農
家
の
負
担

が
増
え
て
い
た
。受
益
者
負
担
額
を
近
隣
市

町
と
の
均
衡
を
図
る
と
と
も
に
、
農
地
維
持

と
農
家
への
支
援
を
行
う
も
の
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】誰
も
利
用
し
て
い
な
い
た
め
池
が
災

害
に
よ
り
決
壊
し
た
場
合
、
池
と
し
て
の
機

能
が
必
要
な
く
て
も
復
旧
す
る
の
か
。ま
た

費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
執
行
部
】
小
規
模
た
め
池
が
該
当
す
る
と

思
う
が
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
満
水
に
な
り

危
険
で
あ
る
と
判
断
し
災
害
を
防
ぐ
目
的

で
応
急
的
に
最
低
限
の
堤
防
開
削
を
し
て
、

水
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
は
あ
る
。

議
案
第
４
号

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
２
億
７
１
０
０
万
円

で
、
対
前
年
度
40
万
円
の
増
額
、
対
前

年
度
比
０
・
１
％
の
増
と
し
た
。

議
案
第
19
号

町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
26
億
７
０
０
万
円
で
対

前
年
度
４
６
０
０
万
円
の
増
額
、
対
前
年

度
比
１
・
８
％
の
増
と
し
た
。

議
案
第
20
号

町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

予
算（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
５
２
９
０
万
円
で
、
対

前
年
度
７
０
０
万
円
の
減
額
、
対
前
年
度

比
11
・
７
％
の
減
と
し
た
。

議
案
第
23
号

町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
案
）（
第
１
号
）  

　
歳
入
歳
出
を
１
１
０
６
万
２
千
円
減
額

し
、
予
算
総
額
を
４
８
８
３
万
８
千
円
と

し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
15
年
経
過
の
浄
化
槽
は
使
用
者

に
譲
渡
し
、
年
々
減
少
す
る
と
の
説
明
だ

が
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
は
い

つ
終
了
す
る
予
定
な
の
か
。

【
執
行
部
】
平
成
35
年
で
全
て
の
譲
渡
が

終
了
す
る
。
起
債
の
償
還
が
終
わ
る
予
定

は
平
成
50
年
で
あ
る
。

議
案
第
16
号

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
　

（
案
） 

　
事
業
勘
定
は
歳
入
歳
出
総
額
23
億
１
３

５
０
万
円
で
対
前
年
度
１
億
４
３
３
０
万
円

議
案
第
18
号

町
道
路
線
の
変
更 

　
基
盤
整
備
に
よ
る
道
路
の
振
り
替
え
に

伴
い
町
道
泥
田
薬
師
線
の
終
点
を
変
更
し

た
。（
起
点
は
真
野
１
２
９
１
番
１
地
先
で

終
点
を
岸
上
１
１
７
３
番
地
先
か
ら
岸
上

６
６
９
番
１
地
先
に
変
更
し
た
。）

議
案
第
９
号

災
害
以
外
の
場
合
は
県
単
独
事
業
で
、
直

接
受
益
が
な
い
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
小
規

模
た
め
池
保
全
管
理
協
議
会
で
検
討
し
承

認
が
得
ら
れ
た
場
合
、
上
限
２
０
０
万
円

ま
で
県
と
町
で
費
用
負
担
す
る
。
な
お
、

災
害
の
復
旧
事
業
に
要
す
る
査
定
設
計
料

は
、
工
事
費
等
と
同
じ
で
１
―
２
が
地
元
負

担
と
な
る
。

○
討
論 

【
反
対
】

◇
小
山
直
樹
議
員

　
国
民
健
康
保
険
料
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
２
倍
程
も
重
い
負
担
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
暮
ら
し
が

破
綻
す
る
。均
等
割
は
０
歳
児
で
も
一

人
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。少
子
化
対
策

に
逆
行
す
る
。反
対
す
る
。

【
賛
成
】

◇
竹
林
昌
秀
議
員

　
総
務
省
は
市
町
村
に
ル
ー
ル
分
以

上
の
一
般
財
源
か
ら
の
補
填
を
慎
む

かつては使われていた ため池

4年後には全て個人所有に

※

臨
時
財
政
対
策
債…

一
般
財
源
の
不
足
を
補

う
た
め
に
特
例
と
し
て
発
行
さ
れ
る
地
方
債
。

必
要
に
応
じ
て
地
方
自
治
体
が
発
行
し
、
償
還

費
用
は
全
額
国
が
負
担
す
る
。

※

よ
う
に
指
針
を
出
し
て
い
る
。財
源
調

達
は
、
国
県
と
の
間
で
拘
束
さ
れ
て
お

り
国
民
保
険
税
の
加
減
は
本
予
算
審

議
の
前
に
町
税
条
例
の
改
正
で
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。賛
成
す
る
。

の
増
額
、
対
前
年
度
比
６
・
６
％
の
増
と
し

た
。
直
営
診
療
施
設
勘
定
歯
科
は
歳
入
歳

出
総
額
４
５
０
万
円
で
対
前
年
度
同
額
と

し
た
。
直
営
診
療
施
設
勘
定
内
科
は
歳
入

歳
出
総
額
６
８
５
０
万
円
で
対
前
年
度
１
９

０
万
円
の
減
額
、
対
前
年
度
比
２
・
７
％
の

減
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
国
民
健
康
保
険
は
県
が
統
合
し

た
は
ず
だ
が
、
保
険
給
付
費
を
な
ぜ
町
で

予
算
化
し
て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
本
来
な
ら
県
が
全
て
の
医
療

費
を
ま
と
め
各
医
療
機
関
に
支
払
う
の
が

理
想
で
あ
る
。
そ
の
旨
担
当
者
会
で
も
協

議
し
、
議
論
し
て
き
た
が
、
町
が
国
保
連

合
会
に
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
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平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
） 

　
歳
入
歳
出
総
額
１
１
４
億
２
７
０
０
万

円
で
対
前
年
度
１
億
５
０
０
万
円
の
増
、

対
前
年
度
０
・
９
％
増
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】収
支
不
足
分
に
つ
い
て
の
財
源
対

策
と
し
て
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
と
減
債

基
金
繰
入
金
及
び
繰
入
金
を
計
上
し
て
い

る
が
本
来
、
減
債
基
金
は
公
債
を
計
画
的

に
償
還
し
て
い
く
た
め
の
基
金
で
あ
る
た

め
、通
常
で
あ
れ
ば
、財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
執
行
部
】
減
債
基
金
は
対
前
年
度
同
様
、

６
億
９
０
０
万
円
を
取
り
崩
す
予
定
と
し

て
い
る
。財
政
調
整
基
金
は
、平
成
29
年
度

合
併
後
初
め
て
３
億
４
千
万
を
取
り
崩
し

た
。減
債
基
金
で
は
、公
債
費
が
、14
億
、15

億
と
現
在
増
え
つ
つ
あ
り
、平
成
33
年
、34

年
度
に
は
17
億
ぐ
ら
い
返
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、財
政
調
整
基
金

だ
け
で
な
く
減
債
基
金
か
ら
も
繰
り
入
れ

て
、財
政
の
調
整
を
し
て
い
る
。

議
案
第
17
号

総
務
常
任
委
員
会
付
託

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
５
号
） 

　
歳
入
歳
出
を
１
億
７
３
７
７
万
３
千
円

減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
１
５
億
３
６
８

２
万
８
千
円
と
し
た
。

議
案
第
10
号

町
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）

（
第
１
号
）  

　
歳
入
歳
出
を
３
０
１
万
３
千
円
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
億
６
９
８
万
７
千
円
と
し

た
。 議

案
第
14
号

町
下
水
道
特
別
会
計
予
算（
案
）

　
歳
入
歳
出
総
額
１
億
９
５
６
０
万
円
で
、

対
前
年
度
１
４
４
０
万
円
の
減
額
、
対
前
年

度
比
６
・
９
％
の
減
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
中
讃
事
務
組
合
負
担
金
を
減
額

す
る
理
由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
流
域
下
水
道
の
建
設
負
担
金

の
精
査
の
結
果
で
あ
る
。
対
象
の
工
事
費

が
確
定
し
減
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

議
案
第
21
号

町
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
予
算
　

（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
３
１
８
０
万
円
で
、
対

前
年
度
１
２
０
万
円
の
減
額
、
対
前
年
度

比
３
・
６
％
の
減
と
し
た
。

議
案
第
22
号

町
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
１
号
）  

　
歳
入
歳
出
を
６
７
万
５
千
円
減
額
し
、

補
正
予
算
総
額
を
３
２
３
２
万
５
千
円
と

し
た
。

議
案
第
15
号

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
町
で
発
行
す
る
地
方
債
の
う
ち

臨
時
財
政
対
策
債
の
限
度
額
は
い
く
ら

で
、
現
在
の
発
行
額
は
い
く
ら
か
。

【
執
行
部
】臨
時
財
政
対
策
債
は
、
平
成
28

年
、平
成
29
年
度
で
は
、約
３
億
の
発
行
可

能
額
で
あ
っ
た
が
、
約
１
億
円
を
借
り
入

れ
し
た
。平
成
30
年
度
は
国
よ
り
通
達
の

あ
っ
た
満
額
の
３
億
円
程
度
を
借
り
る
予

定
と
し
て
い
る
。平
成
31
年
度
に
つ
い
て

も
満
額
を
借
り
る
計
画
で
あ
る
。

【
委
員
】集
落
支
援
員
活
動
事
業
費
の
減
額

の
理
由
は
。

【
執
行
部
】実
際
の
活
動
日
数
が
当
初
予
定

し
て
い
た
日
数
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
減
額
で
あ
る
。集
落
支
援
員
の
活
動

は
取
組
み
だ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
、

地
元
集
落
の
事
案
に
密
着
し
た
相
談
事
な

ど
が
増
え
れ
ば
活
動
日
数
も
増
え
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
支
援
員
と
協
議
し
た
い
。

【
委
員
】
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
に

は
、現
在
の
消
防
体
制
で
大
丈
夫
な
の
か
。

【
執
行
部
】災
害
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
大

災
害
の
際
に
は
、警
察
、自
衛
隊
等
と
の
連

携
を
想
定
し
て
い
る
。通
常
の
台
風
災
害

等
で
あ
れ
ば
現
状
で
対
応
で
き
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託

町
事
業
分
担
金
微
収
条
例
の一部
改
正 

　
平
成
28
年
度
以
降
、
災
害
の
査
定
設
計

料
の
算
出
方
法
が
変
更
さ
れ
、
農
家
の
負
担

が
増
え
て
い
た
。受
益
者
負
担
額
を
近
隣
市

町
と
の
均
衡
を
図
る
と
と
も
に
、
農
地
維
持

と
農
家
への
支
援
を
行
う
も
の
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】誰
も
利
用
し
て
い
な
い
た
め
池
が
災

害
に
よ
り
決
壊
し
た
場
合
、
池
と
し
て
の
機

能
が
必
要
な
く
て
も
復
旧
す
る
の
か
。ま
た

費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
執
行
部
】
小
規
模
た
め
池
が
該
当
す
る
と

思
う
が
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
満
水
に
な
り

危
険
で
あ
る
と
判
断
し
災
害
を
防
ぐ
目
的

で
応
急
的
に
最
低
限
の
堤
防
開
削
を
し
て
、

水
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
は
あ
る
。

議
案
第
４
号

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
２
億
７
１
０
０
万
円

で
、
対
前
年
度
40
万
円
の
増
額
、
対
前

年
度
比
０
・
１
％
の
増
と
し
た
。

議
案
第
19
号

町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
26
億
７
０
０
万
円
で
対

前
年
度
４
６
０
０
万
円
の
増
額
、
対
前
年

度
比
１
・
８
％
の
増
と
し
た
。

議
案
第
20
号

町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

予
算（
案
）  

　
歳
入
歳
出
総
額
５
２
９
０
万
円
で
、
対

前
年
度
７
０
０
万
円
の
減
額
、
対
前
年
度

比
11
・
７
％
の
減
と
し
た
。

議
案
第
23
号

町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
案
）（
第
１
号
）  

　
歳
入
歳
出
を
１
１
０
６
万
２
千
円
減
額

し
、
予
算
総
額
を
４
８
８
３
万
８
千
円
と

し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
15
年
経
過
の
浄
化
槽
は
使
用
者

に
譲
渡
し
、
年
々
減
少
す
る
と
の
説
明
だ

が
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
は
い

つ
終
了
す
る
予
定
な
の
か
。

【
執
行
部
】
平
成
35
年
で
全
て
の
譲
渡
が

終
了
す
る
。
起
債
の
償
還
が
終
わ
る
予
定

は
平
成
50
年
で
あ
る
。

議
案
第
16
号

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
　

（
案
） 

　
事
業
勘
定
は
歳
入
歳
出
総
額
23
億
１
３

５
０
万
円
で
対
前
年
度
１
億
４
３
３
０
万
円

議
案
第
18
号

町
道
路
線
の
変
更 

　
基
盤
整
備
に
よ
る
道
路
の
振
り
替
え
に

伴
い
町
道
泥
田
薬
師
線
の
終
点
を
変
更
し

た
。（
起
点
は
真
野
１
２
９
１
番
１
地
先
で

終
点
を
岸
上
１
１
７
３
番
地
先
か
ら
岸
上

６
６
９
番
１
地
先
に
変
更
し
た
。）

議
案
第
９
号

災
害
以
外
の
場
合
は
県
単
独
事
業
で
、
直

接
受
益
が
な
い
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
小
規

模
た
め
池
保
全
管
理
協
議
会
で
検
討
し
承

認
が
得
ら
れ
た
場
合
、
上
限
２
０
０
万
円

ま
で
県
と
町
で
費
用
負
担
す
る
。
な
お
、

災
害
の
復
旧
事
業
に
要
す
る
査
定
設
計
料

は
、
工
事
費
等
と
同
じ
で
１
―
２
が
地
元
負

担
と
な
る
。

○
討
論 

【
反
対
】

◇
小
山
直
樹
議
員

　
国
民
健
康
保
険
料
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
２
倍
程
も
重
い
負
担
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
暮
ら
し
が

破
綻
す
る
。均
等
割
は
０
歳
児
で
も
一

人
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。少
子
化
対
策

に
逆
行
す
る
。反
対
す
る
。

【
賛
成
】

◇
竹
林
昌
秀
議
員

　
総
務
省
は
市
町
村
に
ル
ー
ル
分
以

上
の
一
般
財
源
か
ら
の
補
填
を
慎
む

かつては使われていた ため池

4年後には全て個人所有に

※

臨
時
財
政
対
策
債…
一
般
財
源
の
不
足
を
補

う
た
め
に
特
例
と
し
て
発
行
さ
れ
る
地
方
債
。

必
要
に
応
じ
て
地
方
自
治
体
が
発
行
し
、
償
還

費
用
は
全
額
国
が
負
担
す
る
。

※

よ
う
に
指
針
を
出
し
て
い
る
。財
源
調

達
は
、
国
県
と
の
間
で
拘
束
さ
れ
て
お

り
国
民
保
険
税
の
加
減
は
本
予
算
審

議
の
前
に
町
税
条
例
の
改
正
で
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。賛
成
す
る
。

の
増
額
、
対
前
年
度
比
６
・
６
％
の
増
と
し

た
。
直
営
診
療
施
設
勘
定
歯
科
は
歳
入
歳

出
総
額
４
５
０
万
円
で
対
前
年
度
同
額
と

し
た
。
直
営
診
療
施
設
勘
定
内
科
は
歳
入

歳
出
総
額
６
８
５
０
万
円
で
対
前
年
度
１
９

０
万
円
の
減
額
、
対
前
年
度
比
２
・
７
％
の

減
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
国
民
健
康
保
険
は
県
が
統
合
し

た
は
ず
だ
が
、
保
険
給
付
費
を
な
ぜ
町
で

予
算
化
し
て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
本
来
な
ら
県
が
全
て
の
医
療

費
を
ま
と
め
各
医
療
機
関
に
支
払
う
の
が

理
想
で
あ
る
。
そ
の
旨
担
当
者
会
で
も
協

議
し
、
議
論
し
て
き
た
が
、
町
が
国
保
連

合
会
に
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
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総務常任委員会

【
委
員
】
琴
南
地
区
で
路
面
凍
結
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
死
亡
事
故
が
続
い
た
が
、

今
後
の
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活

動
を
考
え
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
告
知
放
送
や
Ｈ
Ｐ
に
よ

る
広
報
啓
発
活
動
、
エ
ピ
ア
み
か
ど
付

近
に
看
板
を
設
置
す
る
。

【
委
員
】
公
用
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
等
の

対
策
は
で
き
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
対
応
を
し
て
い
る
。

【
委
員
】
頻
繁
に
凍
結
が
起
こ
る
箇
所

は
、
路
面
表
示
等
の
注
意
喚
起
は
で

き
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
毎
年
凍
結
す
る
よ
う
な

箇
所
は
、
凍
結
注
意
の
看
板
を
設
置

し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

交
通
安
全
対
策

路
面
凍
結
で
の
ス
リ
ッ
プ

事
故
防
止
対
策
を

【
委
員
】
免
許
返
納
し
た
高
齢
者
で
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
知
ら
な
い
方
が
い

る
。
も
っ
と
啓
発
を
し
た
ら
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】
買
い
物
や
病
院
に
も
行

け
な
い
交
通
弱
者
は
免
許
返
納
を
た

め
ら
う
方
が
多
い
。
町
は
デ
マ
ン
ド

交
通
弱
者

い
ろ
い
ろ
な
制
度
が

あ
る
事
の
周
知
を

【
委
員
】
女
性
議
会
に
つ
い
て
、
10
年

を
節
目
に
開
催
場
所
等
の
変
更
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
。
若
手
議
員
の
な

り
手
も
少
な
い
中
、
子
ど
も
た
ち
が
、

子
ど
も
議
会
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
議
会
に
興
味
を
持
ち
、
議
員
の

仕
事
を
し
て
み
た
い
と
思
う
き
っ
か
け

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

男
女
共
同
参
画

10
年
を
迎
え

　マ
ン
ネ
リ
化
か

【
委
員
】
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル
の
引
換
券
方

式
に
よ
る
全
戸
配
布
の
率
と
効
果
は
。

【
企
画
観
光
課
長
】
ま
ん
の
う
ひ
ま
わ

り
オ
イ
ル
が
平
成
30
年
度
優
良
ふ
る
さ

と
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
香
川
県
で
初
め

て
の
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し

た
。
広
報
同
封
の
引
換
券
方
式
に
よ
り

全
戸
を
対
象
と
し
た
配
布
結
果
で
は
配

布
率
は
38
％
と
な
り
、
効
果
は
充
分
で

は
な
か
っ
た
。
今
後
は
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た

販
売
戦
略
等
、
事
業
展
開
の
検
証
を

行
う
。

ま
ん
の
う
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル

販
売
戦
略
の
検
討
を

【
委
員
】Ｐ
Ｒ
看
板
を
琴
南
地
区
と
仲
南

地
区
に
も
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
若
者
住
宅
取
得
補
助
金

は
受
付
件
数
52
件
の
内
で
町
内
が
36

件
、
町
外
が
16
件
で
丸
亀
市
、
高
松

市
の
方
が
多
く
あ
っ
た
。Ｐ
Ｒ
用
看
板

を
琴
南
地
区
と
仲
南
地
区
に
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

若
者
住
宅
取
得

若
者
を
ま
ん
の
う
の
住
民
に

●こども園　●コンビニ交付　●保護者支援　●部活動

教育民生常任委員会

部
活
動

休
養
日
な
ど
の
指
導
は

【
委
員
】 

香
川
県
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
を
受
け
て
、
ま
ん
の
う
町
の
考
え

方
は
。

【
学
校
教
育
課
長
】
４
月
か
ら
は
水
曜

日
と
土
・
日
の
い
ず
れ
か
は
部
活
動
を

休
み
と
し
、
週
２
回
の
休
養
日
を
設
け

こ
ど
も
園

正
規
職
員
比
率
は

【
委
員
】
こ
ど
も
園
の
職
員
確
保
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
規
職
員
と
臨

時
職
員
の
比
率
は
。

【
学
校
教
育
課
長
】
４
対
６
で
臨
時
職

員
が
多
い
。
経
験
者
枠
の
採
用
試
験

も
行
い
、
正
規
職
員
の
割
合
を
で
き

る
だ
け
増
や
し
た
い
。

保
護
者
支
援

短
期
入
所
・
夜
間
養
護
等

「
子
育
て
短
期
支
援
」
予
定

【
委
員
】 

病
気
、介
護
等
で
子
ど
も
を
一

時
的
に
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

高
齢
者
の
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
」
の
よ

う
な
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】児
童
養
護
施
設（
丸

亀
市
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
（
町

内
）、
乳
児
院（
坂
出
市
）と
の
委
託
契

約
を
検
討
し
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

取
得
で
き
る
時
間
は

【
委
員
】
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
発
行
時
間

は
。

【
住
民
生
活
課
長
】
午
前
６
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で
、
住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
現
在
戸
籍
等
が
取
得
で
き
る
。

女性目線の質問

良い品質は植えつけから収穫まで 成果は 試合で

若者を呼ぼう

タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
備
え

て
い
る
。
高
齢
者
買
い
物
支
援
事
業

も
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

な
機
会
で
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

※

香
川
県
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン…

生
徒
の

心
身
の
健
全
な
成
長
と
教
員
の
負
担
が
過

度
と
な
ら
な
い
こ
と
に
も
十
分
配
慮
し
な

が
ら
部
活
動
が
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

充
実
、
発
展
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

策
定
さ
れ
た
も
の
。

【
企
画
観
光
課
長
】
女
性
議
会
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
趣
旨
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。
女
性
の
意

見
や
行
政
に
対
す
る
要
望
が
、
実
現

し
施
策
に
反
映
し
た
こ
と
も
あ
る
。

女
性
議
会
の
開
催
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
で
協
議
し
て
企
画
さ

れ
て
い
る
。

※

る
。
平
日
の
活
動
時
間
は
、
２
時
間
程

度
と
し
て
い
る
。
文
化
部
も
同
じ
扱
い

で
あ
る
。

発行にはマイナンバーカードが
必ず必要
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●交通安全対策　●交通弱者　●男女共同参画　●若者住宅取得　●まんのうひまわりオイル　

総務常任委員会

【
委
員
】
琴
南
地
区
で
路
面
凍
結
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
死
亡
事
故
が
続
い
た
が
、

今
後
の
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活

動
を
考
え
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
告
知
放
送
や
Ｈ
Ｐ
に
よ

る
広
報
啓
発
活
動
、
エ
ピ
ア
み
か
ど
付

近
に
看
板
を
設
置
す
る
。

【
委
員
】
公
用
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
等
の

対
策
は
で
き
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
対
応
を
し
て
い
る
。

【
委
員
】
頻
繁
に
凍
結
が
起
こ
る
箇
所

は
、
路
面
表
示
等
の
注
意
喚
起
は
で

き
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
毎
年
凍
結
す
る
よ
う
な

箇
所
は
、
凍
結
注
意
の
看
板
を
設
置

し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

交
通
安
全
対
策

路
面
凍
結
で
の
ス
リ
ッ
プ

事
故
防
止
対
策
を

【
委
員
】
免
許
返
納
し
た
高
齢
者
で
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
知
ら
な
い
方
が
い

る
。
も
っ
と
啓
発
を
し
た
ら
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】
買
い
物
や
病
院
に
も
行

け
な
い
交
通
弱
者
は
免
許
返
納
を
た

め
ら
う
方
が
多
い
。
町
は
デ
マ
ン
ド

交
通
弱
者

い
ろ
い
ろ
な
制
度
が

あ
る
事
の
周
知
を

【
委
員
】
女
性
議
会
に
つ
い
て
、
10
年

を
節
目
に
開
催
場
所
等
の
変
更
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
。
若
手
議
員
の
な

り
手
も
少
な
い
中
、
子
ど
も
た
ち
が
、

子
ど
も
議
会
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
議
会
に
興
味
を
持
ち
、
議
員
の

仕
事
を
し
て
み
た
い
と
思
う
き
っ
か
け

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

男
女
共
同
参
画

10
年
を
迎
え

　マ
ン
ネ
リ
化
か

【
委
員
】
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル
の
引
換
券
方

式
に
よ
る
全
戸
配
布
の
率
と
効
果
は
。

【
企
画
観
光
課
長
】
ま
ん
の
う
ひ
ま
わ

り
オ
イ
ル
が
平
成
30
年
度
優
良
ふ
る
さ

と
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
香
川
県
で
初
め

て
の
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し

た
。
広
報
同
封
の
引
換
券
方
式
に
よ
り

全
戸
を
対
象
と
し
た
配
布
結
果
で
は
配

布
率
は
38
％
と
な
り
、
効
果
は
充
分
で

は
な
か
っ
た
。
今
後
は
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た

販
売
戦
略
等
、
事
業
展
開
の
検
証
を

行
う
。

ま
ん
の
う
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル

販
売
戦
略
の
検
討
を

【
委
員
】Ｐ
Ｒ
看
板
を
琴
南
地
区
と
仲
南

地
区
に
も
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
若
者
住
宅
取
得
補
助
金

は
受
付
件
数
52
件
の
内
で
町
内
が
36

件
、
町
外
が
16
件
で
丸
亀
市
、
高
松

市
の
方
が
多
く
あ
っ
た
。Ｐ
Ｒ
用
看
板

を
琴
南
地
区
と
仲
南
地
区
に
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

若
者
住
宅
取
得

若
者
を
ま
ん
の
う
の
住
民
に

●こども園　●コンビニ交付　●保護者支援　●部活動

教育民生常任委員会

部
活
動

休
養
日
な
ど
の
指
導
は

【
委
員
】 

香
川
県
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
を
受
け
て
、
ま
ん
の
う
町
の
考
え

方
は
。

【
学
校
教
育
課
長
】
４
月
か
ら
は
水
曜

日
と
土
・
日
の
い
ず
れ
か
は
部
活
動
を

休
み
と
し
、
週
２
回
の
休
養
日
を
設
け

こ
ど
も
園

正
規
職
員
比
率
は

【
委
員
】
こ
ど
も
園
の
職
員
確
保
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
規
職
員
と
臨

時
職
員
の
比
率
は
。

【
学
校
教
育
課
長
】
４
対
６
で
臨
時
職

員
が
多
い
。
経
験
者
枠
の
採
用
試
験

も
行
い
、
正
規
職
員
の
割
合
を
で
き

る
だ
け
増
や
し
た
い
。

保
護
者
支
援

短
期
入
所
・
夜
間
養
護
等

「
子
育
て
短
期
支
援
」
予
定

【
委
員
】 

病
気
、介
護
等
で
子
ど
も
を
一

時
的
に
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

高
齢
者
の
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
」
の
よ

う
な
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】児
童
養
護
施
設（
丸

亀
市
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
（
町

内
）、
乳
児
院（
坂
出
市
）と
の
委
託
契

約
を
検
討
し
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

取
得
で
き
る
時
間
は

【
委
員
】
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
発
行
時
間

は
。

【
住
民
生
活
課
長
】
午
前
６
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で
、
住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
現
在
戸
籍
等
が
取
得
で
き
る
。

女性目線の質問

良い品質は植えつけから収穫まで 成果は 試合で

若者を呼ぼう

タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
備
え

て
い
る
。
高
齢
者
買
い
物
支
援
事
業

も
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

な
機
会
で
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

※

香
川
県
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン…

生
徒
の

心
身
の
健
全
な
成
長
と
教
員
の
負
担
が
過

度
と
な
ら
な
い
こ
と
に
も
十
分
配
慮
し
な

が
ら
部
活
動
が
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

充
実
、
発
展
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

策
定
さ
れ
た
も
の
。

【
企
画
観
光
課
長
】
女
性
議
会
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
趣
旨
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。
女
性
の
意

見
や
行
政
に
対
す
る
要
望
が
、
実
現

し
施
策
に
反
映
し
た
こ
と
も
あ
る
。

女
性
議
会
の
開
催
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
で
協
議
し
て
企
画
さ

れ
て
い
る
。

※

る
。
平
日
の
活
動
時
間
は
、
２
時
間
程

度
と
し
て
い
る
。
文
化
部
も
同
じ
扱
い

で
あ
る
。
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議  員
⇩

町長・教育長

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

３
月
定
例
会
で
は
、
11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
情
報
等
は
、
ま
ん
の
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
情
報
）に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

香川県町議会広報委員研修会　 【日時】 平成31年１月16日
【場所】 香川県自治会館７階大会議室

Report

研修で改善点の指摘をうける研修で改善点の指摘をうける

　
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
政

明
講
師
を
招
き
、
基
調
講
演
、
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
１
部
、
基
調
講
演･

２
部
、
議

会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
分
け
て
の
講

演
を
し
て
頂
き
「
基
調
講
演
」
で
は
、  

 

住
民
に
〝
読
ま
れ
〞

　 

議
会
活
動
が
〝
伝
わ
る
〞

　 

＝『
議
会
だ
よ
り
』の
基
本
と
編
集
＝

の
講
演
を
受
け
、
中
で
も
「
写
真
の

扱
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
　
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
説
明
文
）

を
効
果
的
に
見
出
し
で
読
者
を
引
き
付
け
思
わ
ず
読

ん
で
し
ま
う
」
が
印
象
的
で
わ
か
り
や
す
く
て
、
と

て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。「
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
で
は
、
芳
野
政
明
講
師
に
、
集
ま
っ
た
各

９
町
の
議
会
だ
よ
り
を
見
て
も
ら
い
、
主
な
事
業
や

特
に
目
玉
事
業
の
紹
介
は
、
写
真
を
使
い
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
訴
求
力
を
つ
け
る
、
又
、
一
般
質
問
で
は
、

議
員
名
、
顔
写
真
、
質
問
テ
ー
マ 

＋
Ｑ
＆
Ａ
、
質
問

を
終
え
て
ひ
と
こ
と
、

が
加
わ
る
「
４
点
セ
ッ

ト
」
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

に
す
る
な
ど
、
優
れ
た

と
こ
ろ
や
改
善
課
題
な

ど
の
指
摘
を
し
て
頂
き

今
後
の
編
集
活
動
に
役

立
つ
研
修
会
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

◆
２
月
14
日
、町
道
改
良
工
事（
町
道

杉
の
上
秀
石
線
、
町
道
片
岡
西
線
）、

県
営
中
山
間
総
合
整
備
事
業
（
西
部

水
路
改
修
工
事
、
オ
リ
ー
ブ
生
産
拡

大
総
合
支
援
事
業
）
の
現
場
視
察
を

行
っ
た
。

◆
所
管
課
よ
り
報
告
と
質
疑
答
弁

（
農
林
課
）

・
農
業
委
員
関
係
、
農
業
振
興
関

係
、
農
地
の
新
規
集
積
面
積
、
農

地
の
集
積
率

・
オ
リ
ー
ブ
生
産
拡
大
総
合
支
援
事

業
に
つ
い
て
　

●ひまわり事業　●地籍調査　●町道改良　●ため池　●災害

ひ
ま
わ
り
事
業

新
た
な
商
品
開
発
を

建設経済常任委員会

現
場
視
察

【
委
員
】６
次
産
業
化
を
目
指
し
、
加

工
用
、
業
務
用
野
菜
の
生
産
者
へ
の

補
助
事
業
は
あ
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】調
査
し
、報
告
を
行
う
。

町道片岡西線改良工事

改修が待たれる小規模ため池（松尾下池）

【
委
員
】ひ
ま
わ
り
関
連
の
商
品
開
発

販
売
等
に
つ
い
て
次
回
委
員
会
で
状

況
報
告
を
求
め
る
。

【
農
林
課
長
】次
回
委
員
会
に
は
、
担

当
者
が
出
席
し
、報
告
す
る
。

（
地
籍
調
査
課
）

・
調
査
地
区
工
程
検
査
・
閲
覧
等
に

つ
い
て

※

委
員
よ
り
調
査
前
と
調
査
後
の
比

較
資
料
を
次
回
の
委
員
会
か
ら
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

（
建
設
土
地
改
良
課
）

・
土
地
改
良
事
業

関
係
進
捗
状
況

・
主
な
た
め
池
の

貯
水
状
況

・
林
道
、
公
共
土

木
、
都
市
計
画

・
住
宅
事
業
関
係

進
捗
状
況

・
町
道
路
等
建
設
事
業
に
対
す
る
補

助
金
交
付
要
綱

・
町
、
災
害
応
急
対
策
事
業
補
助
金

交
付
要
請

・
町
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去

補
助
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
つ

い
て

・
下
水
道
区
域
変
更
、
法
非
適
用
か
ら

　
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
つ
い
て
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⇩
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。
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情
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ア
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、
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業
）
の
現
場
視
察
を
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。

◆
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管
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（
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業
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地
の
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の
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に
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ひ
ま
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り
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業

新
た
な
商
品
開
発
を

建設経済常任委員会

現
場
視
察

【
委
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次
産
業
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を
目
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し
、
加

工
用
、
業
務
用
野
菜
の
生
産
者
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の

補
助
事
業
は
あ
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】調
査
し
、報
告
を
行
う
。

町道片岡西線改良工事

改修が待たれる小規模ため池（松尾下池）

【
委
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ま
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関
連
の
商
品
開
発

販
売
等
に
つ
い
て
次
回
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員
会
で
状

況
報
告
を
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る
。

【
農
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課
長
】次
回
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会
に
は
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担

当
者
が
出
席
し
、報
告
す
る
。
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地
籍
調
査
課
）
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査
地
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工
程
検
査
・
閲
覧
等
に
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て
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よ
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調
査
前
と
調
査
後
の
比

較
資
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を
次
回
の
委
員
会
か
ら
提
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す
る
こ
と
を
求
め
た
。

（
建
設
土
地
改
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課
）

・
土
地
改
良
事
業

関
係
進
捗
状
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た
め
池
の
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・
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道
、
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共
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、
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計
画

・
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事
業
関
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進
捗
状
況

・
町
道
路
等
建
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事
業
に
対
す
る
補
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付
要
綱

・
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、
災
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応
急
対
策
事
業
補
助
金
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付
要
請

・
町
民
間
危
険
ブ
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ッ
ク
塀
等
撤
去

補
助
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
つ
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て

・
下
水
道
区
域
変
更
、
法
非
適
用
か
ら

　
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
つ
い
て
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一般質問 委員会報告/研修報告

議　員　名 質　問　内　容 関連ページ

松
まつした

下　一
か ず み

美
・交通安全対策を問う

P14
・商品券発行事業を問う

竹
たけばやし

林　昌
まさひで

秀

・教育は人の成長への援助ではないか。人間観こそ教育の焦点
　だろう。教育長が本町教育で目指す人間像をご答弁願う。

・防災アドバイザーの配置の狙いは何だったのか。その実績
　等検証を行い、報告を求める。 P14

・総務課の行政改革の所管は何を手がけたのか。実績と
　課題の報告を求める。

川
かわにし

西米
ま き こ

希子
・マイキープラットフォームについて

P15
・専門職員の雇用について

京
きょうかね

兼　愛
あ い こ

子 ・心豊かな人材を育てるまちづくりについて P15

鈴
す ず き

木　崇
たかひろ

容
・スクールソーシャルワーカーの重要性と必要性

P16
・スクールロイヤーとスクールロイヤー制度導入について

合
ご う だ

田　正
ま さ お

夫 ・ひまわりオイル、種で商品化を P16

川
かわはら

原　茂
しげゆき

行
・農業振興について

P17
・森林整備について

小
こ や ま

山　直
な お き

樹

・国保料の負担軽減を求める

P17・デマンドタクシーの拡充について

・敬老祝い金について

常
つねかね

包　　恵
めぐみ

・移住・定住の促進について

P18・まんのうブランドの推進について

・福祉タクシーの利用条件緩和について

白
しらかわ

川　正
ま さ き

樹
・「綾子踊」と「全国民俗芸能「風流」保存・振興連合会」
　について P18

大
おおにし

西　　豊
ゆたか

・一級河川土器川の河床整備について P19



竹林　昌秀 議員

専門性の発揮を
期待する

竹林　防災アドバイザー配置の狙いは何か。その実績検
証を求める。
町長　自主防災組織活動の防災講話や避難訓練などの
啓発と災害対策を担っている。
竹林　部隊運用の経験を生かす職責を担ってもらえぬか。
町長　複雑な編成の軍事組織を運用し、図上訓練や実
働訓練を遂行する統制や調整能力が応急や普及活動に
貢献できる。災害対策本部要員として、設立、運営や指
揮などで連携を図る。
竹林　善通寺の第14旅団と第15即応機動連隊との連
携を深める手立てを求める。
町長　本町は同連隊が担当しており、2月に国営讃岐ま
んのう公園での香川県国民保護実動の共同訓練に参加
している。
竹林　有事法制とは何か。国民保護計画では本町は何
をするのか。
町長　戦争やテロなどの武力攻撃事態が起きたときに、
自衛隊、警察、消防などが緊急対応を行うための法制度
である。国民保護法は同計画を立てておいて、国民の生
命や財産を守る対応をとる。
竹林　災害法制とほぼ同じだが、災害時は市町村が自
ら判断するが、有事では政府の指示に基づく対応となる
のが相違点だ。県下の危機管理監らとの連携と広域対
応を求める。
町長　2府19県を統括する中部方面総監部で、OBによ
る自治体の防災体制や訓練などの意見交換会を開いて
いる。市町の枠を超えた迅速な応急対応や復旧と復興体
制の構築が必要である。
竹林　防災アドバーザーに市町間や国県との連絡調整
役を期待する。

災害対応を求める

啓発と訓練、本部員だ
防災アドバイザーとは何か防災アドバイザーとは何か問

答

松下　昨年から要望しておりました県道長尾丸亀線で
は、岩薬師付近が改善され、鯰岩における杢の大木も
伐採されて、見通しが良くなり今後は歩道の設置が望
まれます。国道438号の天神、樫林地区における横断
歩道の設置が進んでいません。通行量も多く特に朝夕
の通勤時間帯は、かなりのスピードが出ており、周辺の
方々は危険な思い
をしている。１日
も早い横断歩道の
設置ができないも
のか。
町長　横断歩道の
設置は難しいが、
交通環境の整備な
ど、総合的な交通
事故対策を推進し
ていく。

京兼　こども園との年齢差が異なる交流の積み重ねが
原風景となり、ふるさとを感じ住み続けたい町となり

本町のまちづくりにつながると考える。実態と更なる

交流を深めることを望む。

教育長　地域の人や高齢者との交流をし、触れ合い、
子どもの感情や意志を表現しながらも共に楽しみ、共
感し合う体験を通して、人とかかわり合うことの楽し
さや人の役に立つ喜びを味わうようにすることが大切
であるため、町内の全てのこども園では、生活発表会
や祖父母参観あるいは、高齢者福祉施設などへの訪問
を実施して地域や高齢者との交流を行っている。これ
らの体験は、地域の文化が子どもたちの心に印象的に
残り、継承されていくのではないかと思う。将来、地
域の担い手になってくれると願っている。

専門職員の雇用

問
答

まちづくり

松下　一美 議員

従来どおり10％で行う
プレミアム商品券の発行はプレミアム商品券の発行は

松下　今年の10月１日より消費税が10％に増税の予定
だが、現在町の地域振興基金が10億6000万円余りあ
り、少しでも住民の負担軽減と町内商工業の活性化の
為にも基金の活用によるプレミアム20％の商品券を発
行してはどうか。
町長　非課税世帯、子育て世帯に対しては国において
事業費の全額補助により購入上限2万円で2万5千円
のプレミアム25％で発行予定であるが、一般には従来
どおりで発行する予定である。

商品券発行事業

総合的な交通事故対策を推進する
横断歩道の設置を横断歩道の設置を

地域の方との自然なつながりを
高齢者との交流は高齢者との交流は

川西　情報技術活用においても専門家の雇用が必要で
はないか。
町長　近年の情報化社会に適応し、内部管理事務の効率
化を図る上では情報システムの活用が重要であり、専門
性の高い職員の配置による迅速な対応が必要であると認
識している。

問
答 職員のスキルアップと
外部からの登用も検討したい

情報技術専門職員の雇用を情報技術専門職員の雇用を 問
答

交通安全対策

問
答

マイキープラットホーム
　　運用協議会に参加の方向

活用事業を活用事業を

川西　国はマイナンバーカードのマイキー部分（ＩＣチッ
プの空きスペース）を活用して、行政サービスの効率化
や地域活性化を図るマイキープラットホーム構想を一昨
年９月に開始した。住民が行う健康に繋がる活動やボ
ランティアに対して効率的にポイントを付与し、付与し
たポイントを活用して地域の消費活性化等に繋げること
もできる。自治体の工夫で多様な使い方が可能であるが、
今後の積極的な利活用の考えは。
町長　各自治体が様々な実証実験を行っているようで
ある。情報収集しながら国の動きに合わせて町を活性
化させるために何が活用できるのか考えていきたい。

マイナンバーカード （マイキープラットホーム）

問
答

急がれる横断歩道の設置

地域とかかわりを

京兼　愛子 議員

川西米希子 議員

全住民が参加できる
楽しい取り組みが
あれば…

笑顔で
つながる町へ

消費税10％
対策はいかに

なまず

かしばい

もく
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竹林　昌秀 議員

専門性の発揮を
期待する

竹林　防災アドバイザー配置の狙いは何か。その実績検
証を求める。
町長　自主防災組織活動の防災講話や避難訓練などの
啓発と災害対策を担っている。
竹林　部隊運用の経験を生かす職責を担ってもらえぬか。
町長　複雑な編成の軍事組織を運用し、図上訓練や実
働訓練を遂行する統制や調整能力が応急や普及活動に
貢献できる。災害対策本部要員として、設立、運営や指
揮などで連携を図る。
竹林　善通寺の第14旅団と第15即応機動連隊との連
携を深める手立てを求める。
町長　本町は同連隊が担当しており、2月に国営讃岐ま
んのう公園での香川県国民保護実動の共同訓練に参加
している。
竹林　有事法制とは何か。国民保護計画では本町は何
をするのか。
町長　戦争やテロなどの武力攻撃事態が起きたときに、
自衛隊、警察、消防などが緊急対応を行うための法制度
である。国民保護法は同計画を立てておいて、国民の生
命や財産を守る対応をとる。
竹林　災害法制とほぼ同じだが、災害時は市町村が自
ら判断するが、有事では政府の指示に基づく対応となる
のが相違点だ。県下の危機管理監らとの連携と広域対
応を求める。
町長　2府19県を統括する中部方面総監部で、OBによ
る自治体の防災体制や訓練などの意見交換会を開いて
いる。市町の枠を超えた迅速な応急対応や復旧と復興体
制の構築が必要である。
竹林　防災アドバーザーに市町間や国県との連絡調整
役を期待する。

災害対応を求める

啓発と訓練、本部員だ
防災アドバイザーとは何か防災アドバイザーとは何か問

答

松下　昨年から要望しておりました県道長尾丸亀線で
は、岩薬師付近が改善され、鯰岩における杢の大木も
伐採されて、見通しが良くなり今後は歩道の設置が望
まれます。国道438号の天神、樫林地区における横断
歩道の設置が進んでいません。通行量も多く特に朝夕
の通勤時間帯は、かなりのスピードが出ており、周辺の
方々は危険な思い
をしている。１日
も早い横断歩道の
設置ができないも
のか。
町長　横断歩道の
設置は難しいが、
交通環境の整備な
ど、総合的な交通
事故対策を推進し
ていく。

京兼　こども園との年齢差が異なる交流の積み重ねが
原風景となり、ふるさとを感じ住み続けたい町となり

本町のまちづくりにつながると考える。実態と更なる

交流を深めることを望む。

教育長　地域の人や高齢者との交流をし、触れ合い、
子どもの感情や意志を表現しながらも共に楽しみ、共
感し合う体験を通して、人とかかわり合うことの楽し
さや人の役に立つ喜びを味わうようにすることが大切
であるため、町内の全てのこども園では、生活発表会
や祖父母参観あるいは、高齢者福祉施設などへの訪問
を実施して地域や高齢者との交流を行っている。これ
らの体験は、地域の文化が子どもたちの心に印象的に
残り、継承されていくのではないかと思う。将来、地
域の担い手になってくれると願っている。

専門職員の雇用

問
答

まちづくり

松下　一美 議員

従来どおり10％で行う
プレミアム商品券の発行はプレミアム商品券の発行は

松下　今年の10月１日より消費税が10％に増税の予定
だが、現在町の地域振興基金が10億6000万円余りあ
り、少しでも住民の負担軽減と町内商工業の活性化の
為にも基金の活用によるプレミアム20％の商品券を発
行してはどうか。
町長　非課税世帯、子育て世帯に対しては国において
事業費の全額補助により購入上限2万円で2万5千円
のプレミアム25％で発行予定であるが、一般には従来
どおりで発行する予定である。

商品券発行事業

総合的な交通事故対策を推進する
横断歩道の設置を横断歩道の設置を

地域の方との自然なつながりを
高齢者との交流は高齢者との交流は

川西　情報技術活用においても専門家の雇用が必要で
はないか。
町長　近年の情報化社会に適応し、内部管理事務の効率
化を図る上では情報システムの活用が重要であり、専門
性の高い職員の配置による迅速な対応が必要であると認
識している。

問
答 職員のスキルアップと
外部からの登用も検討したい

情報技術専門職員の雇用を情報技術専門職員の雇用を 問
答

交通安全対策

問
答

マイキープラットホーム
　　運用協議会に参加の方向

活用事業を活用事業を

川西　国はマイナンバーカードのマイキー部分（ＩＣチッ
プの空きスペース）を活用して、行政サービスの効率化
や地域活性化を図るマイキープラットホーム構想を一昨
年９月に開始した。住民が行う健康に繋がる活動やボ
ランティアに対して効率的にポイントを付与し、付与し
たポイントを活用して地域の消費活性化等に繋げること
もできる。自治体の工夫で多様な使い方が可能であるが、
今後の積極的な利活用の考えは。
町長　各自治体が様々な実証実験を行っているようで
ある。情報収集しながら国の動きに合わせて町を活性
化させるために何が活用できるのか考えていきたい。

マイナンバーカード （マイキープラットホーム）

問
答

急がれる横断歩道の設置

地域とかかわりを

京兼　愛子 議員

川西米希子 議員

全住民が参加できる
楽しい取り組みが
あれば…

笑顔で
つながる町へ

消費税10％
対策はいかに

なまず

かしばい

もく
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合田　正夫 議員小山　直樹 議員

川原　茂行 議員

鈴木　子供を取り巻く環境は、いじめ、不登校、日常生活、
ネット社会など様々な問題があり、直面する子ども達
が増えた事も明らかだ。学校内や教育委員会だけでは
対応しきれない事があり、専門機関と連携をする為に
文科省は2008年から都道府県に対しSSW活用事業を
実施し香川県は、いち早くこの事業を導入した。まんの
う町にもSSWの方が配置されていると聞いている。そ
こでたずねるが、SSWとはいったい何か。どういった
方がなれるのか。
教育長　SSWは、社会福祉士や精神保健福祉士の国
家資格者で色々な問題を抱える家族、子供を支援する
専門家である。

資格者をそろえて対応している
SSWの重要性と必要性SSWの重要性と必要性

職員配置の適正

合田　ひまわりによる町の活性化のためには、経営の安
定化を図り栽培農家の生産意欲の向上に繋がる多様な
戦略が必要である。ひまわりの持つ可能性を最大限に生
かした「新たなひまわり商品」の開発が必要ではないか。
企業や大学とも開発協力し、今までにない魅力的な商品
が開発できれば絶大な効果をもたらす。
　ひまわりオイルについては、まだ住民の認知度が低い。
住民にもどんどん購入して貰えるように宣伝の必要があ
ると思う。町内の子ども園や小、中学校の給食でも利
用すればよいのではないか。
町長　ひまわりオイルについては、平成30年度香川県
特産品コンクール食品部門で知事賞「最優秀賞」を、
平成30年度優良ふるさと食品中央コンクール（国産農
林産品利用部門）においては、「農林水産大臣賞」を受
賞する事ができた。
　現在、食用オイルだけではなく、様々な業種にアプロー
チし問合わせもきている。酒造会社とご当地焼酎の可能
性も含めた協議も進めている。名誉ある賞を受けたこの
タイミングが事業展開の上で特に肝心なので、振興協議
会等の関係団体等と協議しながら事業の推進を行ってい
きたい。学校給食にも利用できるよう進めていきたい。

鈴木　学校内では様々な問題、いじめ、体罰、不登校、
不適切発言、パワハラ、モンスターペアレンツ（不当

な保護者のクレーム）色々ある。この様な問題を迅速

に解決するにはスクールロイヤーに頼らなければならな

い。まんのう町はこの制度を導入する考えがあるのか。

教育長　まんのう町は顧問弁護士と契約を結んでおり、
トラブルが発生した時は顧問弁護士に相談して解決に

向かう。

問
答

スクールソーシャルワーカー【ssw】

スクールロイヤー、スクールロイヤー制度導入

考え方は同じ方向性である
スクールロイヤー（弁護士）の検討をスクールロイヤー（弁護士）の検討を問

答
予想される課題を包括的に検討していく
町民の足を確保するのは町民の足を確保するのは

小山　町民の足を確保すること、守ることは自治体の大
事な仕事だ。デマンドタクシーは、町民の重要な足として、
今後はその役割が一層大きくなる。もっと気軽に利用し
易いものにすべきだ。
町長　加速する人口減少や高齢化に伴い、公共交通に
求められる要素は多くなると予想する。関係する事業者
とも協議・連携し、今後の交通施策の在り方について
包括的に検討していく。

デマンドタクシー

問
答

財源確保が急務
社会貢献への感謝と今後への期待社会貢献への感謝と今後への期待

小山　公からの、これまでの社会貢献への感謝であり、
これからの更なる貢献への期待と、こころ豊かに穏やか
に過ごして戴きたいと願う後輩からのお祝いではないか。
家族から貰うおこづかいとは意味がまったく違う。
町長　条例施行から12年余り経過し、福祉行政を取り
巻く環境も変化した。町財政も厳しさを増すと共に新た
な施策ニーズの高まりから、財源確保は急務となってい
る。高齢者をいたわり、丁重にもてなす心にいささかの
変わりはない。

敬老祝金の縮小

問
答

さまざまな使い方にチャレンジ

またれる ほ場整備

小山　高過ぎる保険料の軽減策として町独自の補助を
すべきだ。サラリーマン世帯の倍程を払っている。とり
わけ、均等割は0歳の子供にも大人と同じ負担を強いる。
支援すべきだ。
町長　保険料が増え続けていることに苦慮している。負
担軽減に向けて厚労省や国会議員など各方面に働きか
けている。

町も支援制度の創設を
国へ働きかける

町独自の補助をすべきだ町独自の補助をすべきだ問
答

高過ぎる国保料

川原　農地の荒廃、耕作放棄地等を防止し農村環境の
整備を推進し、これからの時代に対応できる農業を樹
立するため、ほ場整備（区画整地・水路のパイプライ
ン等）を実施する「専従職員」の配置を要望する。
　ちなみに、県営によるほ場整備を実施した場合、事
業費10a/250万(仮定)に対し国、県、町の補助は、
95％で、237万5千円が受益者(個人)に補助される。
事業が実施されれば町内における経済効果は計り知れ
ない。
町長　儲かる農業経営を実践できる担い手の育成、安
定的に生産できる基盤の確保、それを可能にするための
体制整備が重要と考える。関係機関が一体的に活動し
て農地集積・集約化を加速的に推進していく。
　担い手不足の地域に対しては集落営農に関する説明
会等を実施、初期費用等の独自支援も行いながら集落
営農法人設立を強く推進していく。園芸かがわ産地構
造対策事業など有利な補助事業を利用して高付加価値
商品生産へ取り組む農家の支援をしていく。

体制整備は重要と考える

ほ場整備に
　専従職員の配置を
ほ場整備に
　専従職員の配置を問

答

ひまわり商品

さまざま業種にアプローチし
問合わせもきている

種子で「まんのうブランド」
の開発を
種子で「まんのうブランド」
の開発を問

答

鈴木　崇容 議員

ほ場整備に
力を入れて

高齢者に
やさしい施策を

子どもを育てる
のは親の義務
守るのは大人
みんなの役目

ひまわりオイルの
幅広い活用を願う
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合田　正夫 議員小山　直樹 議員

川原　茂行 議員

鈴木　子供を取り巻く環境は、いじめ、不登校、日常生活、
ネット社会など様々な問題があり、直面する子ども達
が増えた事も明らかだ。学校内や教育委員会だけでは
対応しきれない事があり、専門機関と連携をする為に
文科省は2008年から都道府県に対しSSW活用事業を
実施し香川県は、いち早くこの事業を導入した。まんの
う町にもSSWの方が配置されていると聞いている。そ
こでたずねるが、SSWとはいったい何か。どういった
方がなれるのか。
教育長　SSWは、社会福祉士や精神保健福祉士の国
家資格者で色々な問題を抱える家族、子供を支援する
専門家である。

資格者をそろえて対応している
SSWの重要性と必要性SSWの重要性と必要性

職員配置の適正

合田　ひまわりによる町の活性化のためには、経営の安
定化を図り栽培農家の生産意欲の向上に繋がる多様な
戦略が必要である。ひまわりの持つ可能性を最大限に生
かした「新たなひまわり商品」の開発が必要ではないか。
企業や大学とも開発協力し、今までにない魅力的な商品
が開発できれば絶大な効果をもたらす。
　ひまわりオイルについては、まだ住民の認知度が低い。
住民にもどんどん購入して貰えるように宣伝の必要があ
ると思う。町内の子ども園や小、中学校の給食でも利
用すればよいのではないか。
町長　ひまわりオイルについては、平成30年度香川県
特産品コンクール食品部門で知事賞「最優秀賞」を、
平成30年度優良ふるさと食品中央コンクール（国産農
林産品利用部門）においては、「農林水産大臣賞」を受
賞する事ができた。
　現在、食用オイルだけではなく、様々な業種にアプロー
チし問合わせもきている。酒造会社とご当地焼酎の可能
性も含めた協議も進めている。名誉ある賞を受けたこの
タイミングが事業展開の上で特に肝心なので、振興協議
会等の関係団体等と協議しながら事業の推進を行ってい
きたい。学校給食にも利用できるよう進めていきたい。

鈴木　学校内では様々な問題、いじめ、体罰、不登校、
不適切発言、パワハラ、モンスターペアレンツ（不当

な保護者のクレーム）色々ある。この様な問題を迅速

に解決するにはスクールロイヤーに頼らなければならな

い。まんのう町はこの制度を導入する考えがあるのか。

教育長　まんのう町は顧問弁護士と契約を結んでおり、
トラブルが発生した時は顧問弁護士に相談して解決に

向かう。

問
答

スクールソーシャルワーカー【ssw】

スクールロイヤー、スクールロイヤー制度導入

考え方は同じ方向性である
スクールロイヤー（弁護士）の検討をスクールロイヤー（弁護士）の検討を問

答
予想される課題を包括的に検討していく
町民の足を確保するのは町民の足を確保するのは

小山　町民の足を確保すること、守ることは自治体の大
事な仕事だ。デマンドタクシーは、町民の重要な足として、
今後はその役割が一層大きくなる。もっと気軽に利用し
易いものにすべきだ。
町長　加速する人口減少や高齢化に伴い、公共交通に
求められる要素は多くなると予想する。関係する事業者
とも協議・連携し、今後の交通施策の在り方について
包括的に検討していく。

デマンドタクシー

問
答

財源確保が急務
社会貢献への感謝と今後への期待社会貢献への感謝と今後への期待

小山　公からの、これまでの社会貢献への感謝であり、
これからの更なる貢献への期待と、こころ豊かに穏やか
に過ごして戴きたいと願う後輩からのお祝いではないか。
家族から貰うおこづかいとは意味がまったく違う。
町長　条例施行から12年余り経過し、福祉行政を取り
巻く環境も変化した。町財政も厳しさを増すと共に新た
な施策ニーズの高まりから、財源確保は急務となってい
る。高齢者をいたわり、丁重にもてなす心にいささかの
変わりはない。

敬老祝金の縮小

問
答

さまざまな使い方にチャレンジ

またれる ほ場整備

小山　高過ぎる保険料の軽減策として町独自の補助を
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答

ひまわり商品

さまざま業種にアプローチし
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の開発を問

答
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ほ場整備に
力を入れて

高齢者に
やさしい施策を
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みんなの役目

ひまわりオイルの
幅広い活用を願う
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ユネスコ無形文化遺産登録を目指す
白川　正樹 議員

常包　統合失調症、てんかん等の患者さんの自立、社
会参加促進を図るための手帳。手帳の有効期間が２年
であり助成に工夫が必要だが、福祉タクシーの目的か
らも助成対象者に加えるべきだ。
町長　手帳の有効期間が2年と短く確認時の手続きが
煩雑になり、ＪＲの割引が対象でなかったことなどか
ら助成対象外になっていた。対象要件の拡充に前向き
に検討していく。

前向きに検討する

精神障害者保健福祉手帳も
　　　　　　対象とすべき
精神障害者保健福祉手帳も
　　　　　　対象とすべき

一級河川土器川の河床整備

白川　今年2月に全国民俗芸能「風流」保存・振興連
合会という全国的な組織が立ち上がりました。組織名が
「風流（ふうりゅう）」ではなく「ふりゅう」です。「ふりゅう」
とは何か。
町長　「風流」という文字は「ふうりゅう」というが、民
俗芸能の分類の名称としても「風流」が使われて「ふりゅ
う」と発音する。室町時代、衣装や手に持つものに趣向
を凝らした集団による歌と踊りが「ふりゅう」と呼ばれた。

問
答

福祉タクシーの利用条件緩和

人口減少対策＝移住・定住対策＝

貴重な民俗文化財を継承していく
ユネスコ登録以外に何かユネスコ登録以外に何か

白川　ユネスコ無形文化遺産登録を目指す全国民俗芸
能「風流」保存・振興連合会であるが、それ以外には。
町長　33団体が加入した全国組織の主な目的は、「風
流」の仲間がお互いに助け合い、支え合いながら、貴
重な文化財を保存継承していくこと。地域の誇りや愛着、
保存団体の士気を挙げる目的で登録に取組むが、本来
の目的は保存会が交流を通じて、励まし合い、支え合
いながら貴重な民俗文化財を未来につなげていくこと
である。

問
答

常包　 恵 議員「風流」グループに属している「綾子踊」

大西　土器川における水害は、延長の短い急流河川の
ため一度洪水が起きれば激流となる暴れ川、増水のた
びに被害をもたらしてきた。大正元年9月の洪水では
各所で堤防が決壊し、川沿いの家屋や耕地の流失、浸
水さらに死傷者を伴う甚大な被害が発生した。　戦後は、
河川整備の進捗とともに、堤防の決壊を伴う甚大な被
害は発生していないが，増水のたびに河岸侵食や護岸
の崩壊などの被災が各所で繰り返し発生。又近年では
昭和50年の台風6号による乙井橋の流失、昭和62年
台風19号による荒川導水管の被害、平成2年台風19
号では、野津郷床止溝床工被災、平成16年の台風23
号による洪水では、戦後最大規模の流量を記録し、満
濃大橋橋脚周辺の洗掘による橋桁沈下等の災害が発生。
今年度も応急対策としての満濃大橋橋脚周辺の地固め
工事。丸亀市でも中方橋の橋脚の沈下による通行規制
が複数年工事のため住民に不便をかけている。原因を
究明し早急な床止工事を。
町長　満濃大橋付近の河床については、香川県が平成
16年の台風災害後も橋脚の河床洗掘の対策工事、平成
29年度及び30年度に２橋脚の基礎部分の応急対策を
実施しており、今後の追加対策についても、香川県は
国土交通省に対して設計協議を進めている。

国土交通省及び県に対して
要望していく

洪水による、満濃大橋橋脚の洗掘の
防止、河床止溝床工工事必要
洪水による、満濃大橋橋脚の洗掘の
防止、河床止溝床工工事必要問

答

集団による歌と踊が「ふりゅう」

「綾子踊」が属している
「ふりゅう」とは
「綾子踊」が属している
「ふりゅう」とは問
答

若者を呼び込み
流出を止めよう

保存会で
　  交流を

常包　①相談内容が多くの課に関係するため、窓口を一元
化し組織を設置すべき。地域に詳しい人を相談員（高齢者見
守りも兼ねて）として委嘱し、きめ細かい体制を。
②他自治体に負けないセールスポイントは。子育て環境（給
食費無償化など）の充実を求める。全国 1,471 市区町村で、
実施が少ないからこそアピールできる。
町長　①現職員体制では独立部署設置は困難だが、相
談事例をまとめ、知りたい情報をホームページなどでわ
かりやすく一括して発信できるよう工夫する。地域見守
りを兼ねた支援員は、今後の検討課題とする。②セール
スポイントは、都会にはない豊かな自然・交通アクセス
が良い・快適なネット環境・充実した教育環境などである。
教育長　②子ども園
児童の給食費無償
化について、幼稚園
型の園児で約450
万円必要、保育所
型の園児を含めての
必要額はまだ試算で
きていない。

わかりやすく情報発信していきたい

移住・定住相談窓口、
　　情報発信の一元化を
移住・定住相談窓口、
　　情報発信の一元化を問

答

洗掘された満濃大橋橋脚の補強

大西　 豊 議員

早急な
　 対策を

相談窓口を一元化（島根県邑南町）

平成最後の卒業式

卒業おめでとう（お茶会）

炊き出しの蒸しパン、おいしかったなぁ

満濃池を見ながら健康マラソン
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No.31 議会だより

議会から
こんにちは

No.23

満濃南こども園

　平成最後の入学式。5月から、令和元年
です。この子たちは令和を代表する若者に
成長してほしいものです。

あ 
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き

　平
成
か
ら
令
和
へ
、
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し
い
時
代
の
ス
タ
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ト
。

「
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き
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き
時
代
」の
伝
統
・
経
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を
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か
し
、
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ん

な
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と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
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　議
会
だ
よ
り
第
31
号
を
お
届
け
し
ま
す
。編
集
委

員
一
同
、「
読
み
や
す
く
な
っ
た
な
ぁ
」と
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れ
る

こ
と
を
目
標
に
、気
持
ち
新
た
に
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力
し
ま
す
。

編
集
委
員

　

  

常
包

　
　恵

議
会
広
報
特
別
委
員
会

今
月
の
表
紙

委
員
長

　白
川

　正
樹

副
委
員
長

　鈴
木

　崇
容

委

　員

　松
下

　一
美

委

　員

　川
西
米
希
子

委

　員

　京
兼

　愛
子

委

　員

　常
包

　
　恵

今
号
の
表
紙

「
入
学
式
」

　
　   

仲
南
小
学
校

支
部
社
協
の
取
組
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方
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場
〜

ま
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う
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吉
野
地
区

　
３
月
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日
、
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野
公
民
館
で

開
催
の
「
ほ
っ
と
♥
み
よ
し
の

カ
フ
ェ
」
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
毎
週
水
曜
日
に
開
催
さ
れ
９

回
目
の
今
日
は
琴
平
警
察
署
か

ら
、
振
り
込
め
詐
欺
や
空
き
巣

被
害
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た
め
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
み
ん
な
で
行

う
「
ま
ん
の
う
い
き
い
き
体
操
」

は
、
毎
回
し
て
い
る
そ
う
で
、

皆
さ
ん
「
ま
か
し
と
け
！
」
と

得
意
顔
で
ビ
デ
オ
に
合
わ
せ
イ

ッ
チ
ニ
イ
ッ
チ
ニ
。

　「
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加

い
た
だ
き
、
い
こ
い
の
場
所
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
、と
支
部
社
協

の
役
員
で
始
め
ま
し
た
。
毎
回
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位
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運
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に
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と
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れ
ま
し
た
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長
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ひ
と
安
心
で
す
。」

と
代
表
の
多
田
さ
ん
。

　
今
で
は
町
内
全
域
か
ら
参
加

が
あ
る
そ
う
で
す
。
参
加
費
は

１
０
０
円
で
す
。

いきいき体操でリフレッシュ

振り込め詐欺から
身を守ろう

いこいの場所　今日のスタッフ

問
合
せ
は
、吉
野
公
民
館

（
☎
７
９
ー
３
８
０
３
）ま
で


